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試験法の新たな展開と動向

コンクリートや鋼材などの人工材料とは異なり，土は自然堆積物のため，地盤上または地盤内に構造物を建設

する，あるいは維持管理するためには，その性状を原位置から採取した試料を用いて土質試験によって把握・評

価することが不可欠となります。したがって，土質試験の歴史は古く，会員諸氏に親しみのある“赤本”は，1956

年に第1 回版が発行され，その後改訂を重ね，現在では一定の成熟に達しております。 

本号では，「試験法の新たな展開と動向」と題して，このような時期にあたる土質試験に関する最近のいくつか

の取り組み事例を紹介します。総説では，土供試体の弾性波速度測定法を例に土質試験の発展の経緯が述べられ，

また土質試験の今後についても言及されております。また，論説では物性評価の実務上有用な手段となり得る画

像解析や，試験者の便宜向上に貢献する技術が紹介されています。報告の9編は，内容が多岐に渡りますが，新

たな社会のニーズ（豪雨災害多発による不飽和土の物性把握，大ひずみ域にも対応した動的試験，性能設計に伴

う試験の精密化）や地盤工学の対象領域の拡大（高レベル放射性廃棄物の地層処分，海洋の資源・エネルギー開

発の地盤調査）に対応すべく，新たに開発された試験・調査法や，既往の手法・手順を修正・見直した技術が報

告されております。また，労働者人口が減少するなかで，質を担保しながら如何にして業務効率化を図るかとい

った実際的な事柄や，土質試験の技術伝承を目途とした資格制度の紹介もあります。加えて，簡易な方法で粘土

の強度を求める方法と原位置への適用や，三軸強度に関する整理法の再検討についての報告もあります。 

本号を通して，上記の試みや理解が深まり，また利用・普及が進むことで，今後も土質試験が持続的発展する

ことを期待しております。 
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